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	応用
	抗原情報
	背景
	この受容体はインスリン様成長因子（IGF）と高い親和性で結合します。チロシンキナーゼ活性を有します。IGF I受容体は形質転換において重要な役割を果たします。前駆体の切断によりαサブユニットとβサブユニットが生成されます。ほとんどの悪性組織で過剰発現しており、細胞生存を促進することで抗アポトーシス剤として機能します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっています。
	研究分野
	PI3K-Aktシグナル伝達経路、Jak-STATシグナル伝達経路、Hippoシグナル伝達経路
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	NIH3T3（1）に対するIGF1RマウスmAbを用いたウェスタンブロット解析、細胞溶解物。
	

	IGF1R マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HepG2 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	IGF1R マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Lovo 細胞のフローサイトメトリー分析。

